
 

 皆さんと一緒にごみの減量を 

考えましょう 
 現在、ごみの排出抑制や再利用による減量化が強く求められているなか、 

各種リサイクル法の整備が進められて、ごみ対策を環境問題、資源・エネ 

ルギーの問題として捉え、限りある資源の有効的な利用が進められています。 

 ごみを 減らす 

＜ 住民の皆さんには ＞ 

  ごみの減量・リサイクルに関心を持って実行していただく。 

＜ 桑名広域清掃事業組合では ＞ 

  家庭や事業所から出される生ごみなどの可燃性ごみを破砕・乾燥して不燃物 

を取り除き、消石灰などの添加物を加えてクレヨン状に押し固めＲＤＦを製 

造して発電所の燃料にしています。 

また、不燃、粗大ごみについては、リサイクルプラザで破砕・選別・圧縮な 

どをされた後、再生工場へ送られ、資源として新しい製品に生まれ変わって、 

再び私たちの生活にかえってきます。また粗大ごみとして出された家具類の 

中で、まだ利用可能なものを選び補修及び再生し、展示販売をしています。 

さらに、プラスチック製容器包装ごみについては、プラスチック製容器包装 

ごみの中から、不適物を選別除去した後、圧縮梱包してリサイクル工場へ送 

っています。 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 



ごみ減量化のキーワード   

「3 つの R」 ! 

Reduce   発生抑制― ごみになる物を買わない、もらわない。 

 リデュース  使い捨てをしない。 

         余分な物は買わない、もらわない。 

         レジ袋をことわる。詰替え用の商品を使う。 

         ごみを減らすために、まずは出さない工夫から。 

            

 

 

 

 

Reuse    再使用― 何度も、大事に、繰り返し使う。 

リュース    長く使えそうな「もの」を選ぶ。 

          いらなくなった「もの」を捨ててしまうのでなく、 

洗浄したり修理して、もう一度使う。 

 不要になってもまだ使える「もの」は、人に譲る。 

「もの」の寿命を伸ばすのは、あなたです。 

          

Recycle   再生利用― 資源として生かす。 

リサイクル  最後まで使い切っても、 

         資源として使える「もの」はたくさんあります。 

              正しく分別してください。 

         あなたに役立つ「もの」になって、戻ってきます。 
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